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〔注 l) ブロジェタトの詳細にぐFL、亡しt, 『アジア
経済研究所，r報』の1977～78年版れ JUl978～79年版
を参照されたい。
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Development Model for Southeast Asian Countries : 











































































































































































































































































開発車k肺120,1ムじ lfi f1と80,111_:へ，；JIJ('-/1 
展が注目されているが，今関口IH紀論文［アジア
における一次産品輸出の可能性＿！ (l'ossibil向’。f



























































































































Agreement on Short-Term Demand-Supply Condi-













































































































































































m Asian Economic Development with Special Re-








































の新方［白！と国際協力 J(New Directions of Asia’s De 



















































































（本稿H苧： lI『，21丁業開発（l,J'.! ), (3）国際貿易（！ぃj

























































































m 1) 輸入1＼：：修工業化に， ) し、て lt，鈴木長＂I編『ア
ンア c'J経済発！］毛 と紛fl.Jtli{,Ji；装化』 （T ：； γ経済研究
内 1974＇！〕わ孟て干 ，4sianI11clust rial lJc叩 elof,1111'’nt
（アノ 7経済研究所 197,11ド）灯参照を Lljめ －r<Jc 
(/i 2) アンア，｝）稲作J主体II（，：新L’よる淋1三）) ,f); t¥を
>, iお！.tニプンアしり［tf.il',t;f{；チi!l(1990,1): : Ilしては，
jと行i1っ：，＇＼ f;悦『 Fジ 7 の祁f’iHi術 J下新と；転殺J;t(,!J( 





総広報告 J (Summary Report to the Inter 
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IQ),:} p、ンス ・W・ シンガー（イギリス〕
ザセサクス大学開発研究所教慢
の谷 Il 興二
アジア経済研究所経済成長調査部
。ジョン・ウォング（シンガポール〉
シンガポール大学経済統計学部主任講師
山間秀雄
一橋大今守支授
。初l原透
アジア経済研究所経済成長調査部
（＠ ・指定報信者 。指定論評者）
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に社会的平等を積極的にもたらすようなものとは
なり得ず，政策自身が一種のイデオロギー的な機
能をもっているということになろう。だがともか
くも，農村開発は，ただ農業閣題としてのみ考え
るのではない国民経済全体の中でどのような戦
略的地位を占めうるのかが議論されなければなら
ないという点では認識が一致し，今後の研究に重
要な方向づけを行なったということができる。
議論の第3の焦点は，一首でいって， 「開発戦
略のおかれる環境の不確実化，多様化」といって
よいのではなL、かと思われる。これはシアーズ教
授の口頭のコメントがふれていたように，石油危
機以降の世界経済のドラスティックな変化がすで
に途上国の発展ノfターンに大きな影響を与えてお
り，これからさらに大きな変出が予想されるとい
うことに端的；こ示されるであろう。しかし，また
他方で，発展のためのさまざまの国際的努力の萌
芽もみられるのであって， ASEAN地域の域内努
力（ウォン7論文，セタウォング論文）も現状では種
々の問題を抱えるとはいえ，ナヤ教授のコメント
が強調したようにいまだ手さぐりの段階にあり，
むしろ豊かな可能性があることに注目してよいの
ではないかと思われる。 tた，米穀の共同備蓄〈原
論文〕，一次産品の商品協定（坂井論文〉なども 80
年代の開発戦略に，新たな可能性をもたらすもの
といえよう。さらに， 70年代の一つのメ ，：l,クマ－
Jレであったいわゆる中進国の登場が一見，世界経
務のかく乱的な要因に見えるけれども，長い眼で
見れば世界経済の格差縮小の一つのプロセスとな
りうるのだ，という点の指摘（シンガー論文）があ
ったが，主ことに味わい深いものがあったといえ
よう。このように， 80年代の開発戦略の選択には
60～70年代の経験のみでは律しきれない幾多の新
しい要素が加わるのであって，これらを入念に，
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しかも世界経済の長期的展望を失わずに，吟味し
ていくことが今後の研究に残された教訓｜と重大課
題であろう。
最後に，シンポジウムの総括のセッションにお
いて，アジアの発展途上国，欧米，先進国双方の
参加者から，アジアの地域的な開措理論の実証研
究におけるセンターとしてのアグア経済研究所の
存在の重要さが強調され，今後の活動への期待が
述べられたことをつけ加えておきたい。これを単
に社交辞キしのみではなく，われわれ研究所職員に
対する激励とうけとり，今後の研究活動，特に今
年度から 3年間（臼年度～56年度）にわたって行な
われるアジア経済研究所国際合同研究プロジ且ク
ト「開発二十年の反省と80年代のわが国経済協力
の構想jにおし、て，以上の残された課題にとりく
んでいく決意である。
Ci主1) 本稿悶「むすび」は，金子元久氏（経済成
長調査部〕の大きな協力をえてとりまとめた。
i付妃〕 本稿における諸論文の要約解説は，筆者
個人のものであって，シンポジウム主催機関としての
ものではない。
シンポジウム開催にあたっては，参加者はもとより，
内外の多くの個人，機関から非常なご協力を賜った。
ここに記して感謝の意を表したい。
（アジア経済研究所経済成長調査部長〕
